
行 曲　　　名 歌い出し 評価 行 曲　　　名 歌い出し 評価
1 あ 青い山脈 若く明るい歌声に～ 51 戦争を知らない子供たち 戦争が終わって　僕らは・・
2 あこがれのハワイ航路 晴れた空　そよぐ風～ 52 戦争は知らない 野に咲く花の名前は知らない～

3 哀愁列車 惚れて　惚れて～ 53 世界に一つだけの花 花屋の店先に並んだ～
4 明日があるさ いつもの駅でいつも逢う～ 54 千の風になって わたしのお墓の前で～
5 あの素晴らしい愛をもう一度 命かけてと誓った日から～ 55 そ 早春賦 春は名のみぞ風の寒さや～
6 ある日突然 ある日突然二人黙るの～ 56 た 太陽がくれた季節 君は何を今見つめている・・・
7 い 異国の丘 今日も暮れゆく異国の丘・・ 57 竹田の子守歌 守りも嫌がる盆から先・・・
8 いつでも夢を 星より密かに雨より優しく～ 58 旅人よ 風に震える緑の草原・・
9 う 上を向いて歩こう 上を向いて歩こう～ 59 つ 翼をください いま私の願い事が叶う・・・
10 お お富さん 粋な黒塀見越しの松・・・ 60 と 友よ 友よ夜明け前の闇の中で・・
11 想い出の渚 君を見つけたこの渚に～ 61 遠い世界に 遠い世界に旅に出ようか・・
12 贈る言葉 暮れなずむ町の光と影の・・ 62 遠くへ行きたい 知らない街を歩いてみたい・
13 おお牧場はみどり おお牧場は緑草の海・・・ 63 東京のバスガール 若い希望も夢もある～
14 女ひとり 京都大原三千院　恋に・・・ 64 ともしび 夜霧の彼方へ別れを告げ～
15 お嫁においで もしもこの船で君の幸せ・・・ 65 な 南国土佐を後にして 南国土佐を後にして～
16 か からたち日記 心で好きと叫んでも～ 66 なごり雪 汽車を待つ君の横で僕は～
17 学園広場 空に向かってあげた手に～ 67 夏は来ぬ 卯の花の匂う垣根に～
18 乾杯 固い絆に　思いをよせて～ 68 夏の思い出 夏が来れば思い出す～
19 川の流れのように 知らず知らず歩いてきた～ 69 涙くんさよなら 涙くんさよならさよなら・・・
20 影を慕いて 幻の影を慕いて～ 70 涙そうそう 古いアルバムめくり～
21 カチューシャの唄 カチューシャ可愛や別れ・・ 71 に 庭の千草 庭の千草も　虫の音も～
22 学生時代 蔦の絡まるチャペルで～ 72 の 野に咲く花のように 野に咲く花のように～
23 風 人は誰もただひとり～ 73 は 花 春のうららの隅田川～
24 き 君といつまでも ふたりを夕闇が包む～ 74 埴生の宿 埴生の宿もわが宿～
25 今日の日はさよなら いつまでも絶えることなく～ 75 浜千鳥 青い月夜の浜辺には～
26 銀色の道 遠い　遠い　遥かな道は～ 76 浜辺の歌 あした浜辺をさ迷えば～　
27 北上夜曲 匂い優しい白百合の～ 77 バラが咲いた バラが咲いたバラが咲い・・・
28 君恋し 宵闇　せまれば～ 78 花嫁 花嫁は夜汽車に乗って～
29 北国の春 白樺　青空　南風～ 79 ひ 琵琶湖周航の歌 我はうみの子　さすらいの～
30 北の旅人 たどり着いたら岬の・・・ 80 ふ ふるさと うさぎ追いしかの山～
31 こ ここに幸あり 嵐も吹けば雨も降る～ 81 二人の世界 君の横顔素敵だぜ～
32 古城 松風騒ぐ　丘の上～ 82 ブルーシャトゥ 森と泉に囲まれて～
33 高校三年生 赤い夕日が校舎をそめて～ 83 ほ 星の流れに 星の流れに　身を占って～
34 この広い野原いっぱい この広い　野原いっぱい～ 84 星影のワルツ 別れることは辛いけど～
35 ゴンドラの唄 命短し　恋せよ乙女～ 85 星に祈りを 夜空の星に祈りを捧ぐ～
36 荒城の月 春高楼の　花の宴～ 86 ま また逢う日まで また逢う日まで逢える時まで
37 高原列車は行く 汽車の窓からハンケチ・・・ 87 み 見上げてごらん夜の星を 見上げてごらん夜の星を～
38 故郷の空 夕空晴れて秋風吹き～ 88 も もしも明日が もしも明日が晴れならば～
39 さ さくら貝の唄 うるわしき桜貝ひとつ～ 89 紅葉 秋の夕日にてる山もみじ～
40 さすらい 夜がまた来る　思い出連れて 90 り リンゴの唄 赤いりんごに唇寄せて～
41 さらば青春 僕は　呼びかけはしない～ 91 リンゴ村から 覚えているかい故郷の村を
42 し 幸せなら手をたたこう 幸せなら手をたたこう～ 92 旅愁 更けゆく秋の夜　旅の空・・・
43 下町の太陽 下町の空に輝く太陽は～ 93 や 山小屋の灯 黄昏の灯はほのかに点り・・
44 白いブランコ 君は覚えているかしら～ 94 椰子の実 名も知らぬ遠き島より～
45 知床旅情 知床の岬にはまなすの・・・ 95 ゆ 雪山賛歌 雪よ岩よわれらが宿り～
46 四季の歌 春を愛する人は心清き・・・ 96 有楽町で逢いましょう あなたを待てば雨が降る～
47 す すみれの花咲く頃 すみれの花咲き春を・・ 97 よ 喜びも悲しみも幾歳月 おいら岬の灯台守は～
48 昴 目を閉じて何も見えず～ 98 わ 別れの一本杉 泣けた泣けた　こらえきれ・・・

49 せ 瀬戸の花嫁 瀬戸は日暮れて～ 99 若者たち 君の行く道は果てしなく・・・
50 青春時代 卒業までの半年で～ 100 わたしの城下町 格子戸をくぐり抜け～
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◆合唱曲調査（好きな歌、皆で歌いたい歌を評価欄に○印を入れてください。１０個以内。）

◆上記以外で、好きな歌、皆で歌いたい歌があれば書いてください。（何曲でも結構です。）

◆あなたが選んだ曲の中から、思い出のエピソードなどがありましたらご記入ください。（「みんなで歌おう会！」で紹介させていただく場合があります。）

エピソードや選曲の理由等

20周年記念事業実行委員会　記念式典部会・記念イベント部会

◆あなたの年齢、性別を教えてください。KSCの関係者の場合は期、コース名もお願いします。
※ご協力ありがとうございました。7月22日の「みんなで歌おう会！」
　　   に是非ご参加賜りますようお願い申し上げます。　


